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平成29年4月～6月の
浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果

空間の放射線の測定
▶1時間当たりの放射線量（線量率） 　モニタリングステーション（14か所）において空間の放射線が1時間当たりどの

くらいかを連続して測定しています。平成29年4月から6月で過去（震災前）10年
間の最大値を超えた地点はありませんでした。
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モニタリングステーション
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▶3か月間の放射線量（積算線量） 　57か所のモニタリングポイントにおいて、空間の放射線が平成29年4月から
6月の3か月間（90日換算）でどのくらいになるかを測定しました。
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放射能調査に用いる単位
■グレイ（Gy）………放射線のエネルギーが物質に吸収された量（吸収線量）の単位
■シーベルト（Sv）… 吸収線量を基に人体への影響を考慮して算定した線量の単位
■ベクレル（Bq）…… 放射能の量を表す単位

《参考》ミリ（m）………1/1,000
　　　　マイクロ（μ）…1/1,000,000
　　　　ナノ（n）………1/1,000,000,000

千分の1
百万分の1
10億分の1

　浜岡原子力発電所からの環境への影響は認められませんでした。
　東日本大震災に伴う、東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故による人工放射性物質の影響が見られましたが、
健康への影響は心配ないレベルでした。

　今回の「空間の放射線の測定」および「農産物などの放射能の測定」の結果から、人工放射性物質による年間被ば
く量は、最大限に見積もっても0.001ミリシーベルト未満/年と推計されます※。この値は、公衆の年間被ばく
線量限度である1ミリシーベルト/年と比べ十分に低い値です。

　私たちは、日常生活の身近なところで自然や人工のさまざまな放射線を受けて暮らしています。
　これらの放射線の量に比べて、今回推計した年間被ばく量0.001ミリシーベルト未満/年は、とても低い量であるとわかります。　

※推計は、「環境放射線モニタリング指針」平成20年（原子力安全委員会）などから引用
《参考》食品衛生法に基づく食品の放射性物質基準値…一般食品【100ベクレル/kg】・原乳【50ベクレル /kg】・飲料水【原乳10ベクレル/ℓ】

《参考》日常生活と放射線

人工放射線の被ばくの例

胃のX線検診
約3.0mSv

宇宙から 約0.3mSv 大地から 約0.33mSv ラドン等の吸収約0.48mSv 食物から約0.99mSv

自然放射線の日本平均約2.1ミリシーベルト /年

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所HPより引用して改編
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松葉 測定値：ベクレル /kg 生
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農産物などの放射能の測定

▶代表的な農産物などの放射性セシウムの測定値の最大値

　浮遊塵や農水産物などについて、放射能を測定しました。平成29年4月から6月の間に測定した試料の一部※は、過
去（震災前）10年間の最大値を上回りましたが、いずれも国の基準等を大きく下回るものでした。検出された放射能は、
過去の核爆発実験などの影響によるものや、東京電力㈱福島第一原子力発電所の影響によるものと推定しました。
　※測定した61試料のうち、12試料が過去（震災前）10年間の最大値を超過しました。


